
 

 

 

最近SDGsという言葉がよく登場します。 SDGs とは2015年国連で採択された

2030年に向けての世界の１７の持続的発展目標を意味します。そのうち7番目の

目標のクリーンなエネルギーに関し，カーボンニュートラル５０という言葉をご

存じでしょうか？また，ベストミックスとはどういうことでしょうか？ これらの

キーワードは、私たちのこれからの世界のあり方に密接にかかわっています。 

講演会では私たちの生活に不可欠な電気エネルギー利用について、専門を異にす

る研究者の方々から分かりやすく説明いただき，理解を深める機会としました。

多数の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年度第2回シンビオ講演会へのいざない 

「2050カーボンニュートラル達成へのベストミックスを考える」 

日 時 令和3年12月1日(水） 13:20～17:30 (会場受付開始・オンライン開始13:00） 

会 場 京都大学宇治キャンパス 総合研究実験１号棟4F遠隔会議室(HW401) 

アクセス http://www.uji.kyoto-u.ac.jp/campus/access.html 参照 

主 催 NPO法人シンビオ社会研究会 http://sym-bio.jpn.org/homepage.php 

共 催 京都大学エネルギー理工学研究所 ゼロエミッション研究拠点 

http://www.Iae.kyoto-u.ac.jp/zero_emission/ 

協 力 一般財団法人 日本立地センター https://jilc.or.jp/ 

協 賛 日本保全学会西日本支部 https://www.jsm.or.jp/west/ 

講演会は、京都大学宇治キャンパス遠隔会議室での会場参加とオンライン参加で行

います。 

聴講歓迎・参加無料 

https://jilc.or.jp/
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基調テーマ：「2050カーボンニュートラル達成への再生可能エネルギーと原子力の協働」 

講  演  １ 

京都大学名誉教授 

八尾 健 氏 

講  演  ２ 

宇都宮大学 

地域創生推進機構  

松岡 猛 氏 

講  演  ３ 

東京工業大学ゼロ

カーボンエネルギ

ー研究所 

奈良林 直 氏 

「電池の適材適所―電池は再エネ

の変動性を補償しうるのか？―」 

「太陽光パネル・燃料電池・蓄電池よ

り構成された分散型電力供給システ

ムのアベイラビリティ解析」 

「2050 カーボンニュートラル達

成の決め手は安全性を高めた原

子力の活用」 

 

カーボンニュートラル2050に向けて： 

今年政府発表の第６次エネルギー基本計画の実現性を問う 

話 

題 

提 

供 

話 題 提 供 １ 

国際大学副学長  

橘川 武郎 氏 

「第6次エネルギー基本計画と 

その問題点」 

話 題 提 供 ２ 

大阪大学名誉教授  

堀池 寛 氏 

「原子力技術の社会的理解について 

原発裁判から考えること」 

総 

合 

討 

論 

共同司会：奈良林 直氏と森下 和功氏（講演会世話人，京都大学エネルギー理工学研究所） 

共同司会者、パネリスト、そして参加者全員で、我が国のエネルギー利用のあり方について相互討論を行い、

認識を深める機会としたいと思います。 

★参加申し込みについて★ 

１１月１8日(木)までに、下記の申込書に必要事項を記入し、森下研究室石井秘書(E-Mail: west.com@jsm.or.jp)

ないしシンビオ社会研究会事務局（ Email: symbio.reserch.office@gmail.com）のいずれかにメールでお知らせくだ

さい。 

――――――――――――参加申込書―――――――――――――― 

★令和３年度第2回講演会に、（ □会場参加 □Ｗｅｂ参加 ）を申し込みます。 

★会場参加者は20名までに限定します。会場参加を希望される方は場合によってWEBに回って頂きますが、 

よろしいでしょうか？（□了解 □WEBなら参加しない） 

氏  名(            )   所属   (                    )  

電話番号(            ) メールアドレス(                    ) 

 

講演の部（午後1時２0分―3時30分） 

総合討論の部（ 午後3時４0分―5時30分） 

mailto:west.com@jsm.or.jp

